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 論文題名 
Molecular and clinical characterisation of the equine-like G3 rotavirus that caused 
the first outbreak in Japan, 2016 
2016 年に日本で初めて流行したウマ様 G3 ロタウイルスの分子生物学的・臨床的特徴 
 
 研究目的 
 ロタウイルスは、11 本の遺伝子分節からなる二本鎖 RNA ウイルスで、哺乳類や鳥類な
どに広く感染し、小児乳幼児下痢症の主要な病原体である。ウイルス表面蛋白である
VP7(G 型)、VP4(P 型)の遺伝子型で主に分類され、G1P[8]、G2P[4]、G3P[8]、G4P[8]、
G9P[8]の 5 種類の遺伝子型がヒトロタウイルス流行株の 90%以上を占めている。一方で、
経口弱毒生ワクチンが世界各国で導入され、ワクチン導入後に遺伝子再集合体(リアソータ
ント)である DS-1 様 G1P[8]、G8P[8]、ウマ様 G3 株などが世界で報告されている。ウマ
様 G3 株は、ウマロタウイルスに近縁な G3 株の VP7 遺伝子との遺伝子再集合体と考えら
れていて、2013 年以降にアジア、オーストラリア、南米、欧州などの地域で報告され、世
界の広い地域で優位株として検出されている。 





 2016 年 1 月から 2017 年 12 月の期間で、北海道の 8 都市の研究協力施設 11 施設(9 病
院、2 診療所)でロタウイルス抗原陽性の便検体を収集した。収集した便検体は、RT-PCR
産物を用いたダイレクトシークエンス法と NGS によるフルゲノム解析により塩基配列を





 2016 年の北海道内の主要な GPI 遺伝子型は、G9P[8]I1 (111/168, 66.1%)、ついで
G3P[8]I2 (45/168, 26.8%)、G2P[4]I2 (7/168, 4.2%)であった。検出された 45 例の G3P[8]I2
はすべてウマ様 G3P[8]I2 であり、86%(39/45) が苫小牧市で検出され、同市の優位株であ
 
 
った。2017 年は、ウマ様 G3P[8]I2 (46/90, 51.1%)、ついで G8P[8]I2 (23/90, 25.5%)、
G9P[8]I1 (7/90, 7.8%)であり、ウマ様 G3P[8]I2 は、苫小牧以外の 3 都市(滝川、砂川、留
萌)でも優位株として検出された。2016 年と 2017 年の 2 年間にわたり流行を認めた苫小
牧で、ウマ様 G3P[8]I2 株(48 例)と非ウマ様 G3P[8]I2 株(32 例)で患者背景と臨床情報の比
較検討を行った。ウマ様 G3 P[8]I2 の群で、男児に多い傾向があったが、そのほか患者背
景と臨床症状では統計学的な有意差は認めなかった。 





とが示唆された。ヒトと動物の G3 ロタウイルス株の VP7 遺伝子の解析では、ウマロタウ
イルスも含めたウマ様 G3 株と近縁な株(相同性 >92%)は同定されなかった。他の 10 分節
の 解 析 で は 、 古 典 的 な DS-1 遺 伝 子 群 で あ る G2P[4] 株
(G2-P[4]-I2-R2-C2-M2-A2-N2-T2-E2-H2)よりも、2012 年以降に検出された DS-1 様
G1P[8]株(G1-P[8]-I2-R2-C2-M2-A2-N2-T2-E2-H2)に近かった。全 11 遺伝子分節の系統
樹解析から、今回流行したウマ様 G3P[8]I2 株は、未特定の動物由来の G3 株と DS-1 様
G1P[8]株とのモノリアソータント株として発生した可能性が示唆された。                                 
 
結論 
   2016 年に日本で初めてウマ様 G3P[8]I2 ロタウイルス株の流行を認めた。今回のウ
マ様 G3P[8]I2 株と非ウマ様 G3P[8]I2 株で臨床的特徴に有意な差は認めなかった。今回の
ウマ様 G3P[8]I2 株は、インドネシアを含むアジアから日本にもたらされ拡大した可能性
が高いと考えられた。相同性解析と系統樹解析から、今回のウマ様 G3P[8]I2 株は、未特
定の動物由来の G3 株と DS-1 様 G1P[8]株とのモノリアソータント株として発生した可能
性が示唆された。ロタウイルスワクチン導入後のサーベイランスにおいて、全ゲノム解析
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定の動物由来の G3株の VP7（G）遺伝子と DS-1 様 G1P[8]株とのモノリアソータント株と推
定した。 
 ロタウイルスワクチン導入後に世界的に拡大しているウマ様G3P[8]I2ロタウイルス株の
病原性と起源を推定した事は、今後のワクチン戦略を考える上からも価値のある研究と考
えられ、博士（医学）の学位授与に値すると審査委員全員に認められた。 
 
